
山本昌宏
まさひろ

ホ ー ム ペ ー ジ I n s t a g r am

[主な提言による成果と活動]

アストラム延伸はJR西広島まで1事業化を提言し進行中

若者による平和の継承を提言｢Ｐeace Night Hiroshima｣

新己斐橋の欄干を高くし安全な歩道へ改良中

己斐上公民館エレベーター設置

己斐公民館は、区画整理に合わせ建替えを提言し建設中

街路灯のLED化を提言しコスト削減へ

崩壊危険ブロック塀の撤去補助を提言し補助開始

JR西広島駅北側・南側に外トイレを設置

ロータリーには屋根･ベンチの設置を提言し整備中

ＪＲ新井口駅上りホーム/北側にエレベーター設置中

本町踏切を通学路安全プログラムに取入れ拡幅提言し協議中

医療費補助を乳幼児から年齢を通院は小６､入院は中３へ

西広島の音楽文化創出２０２０年からKOI FES 3回開催

子ども達の見守り活動、第４３回鯉松会球技大会開催
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小さな声に耳を傾け

市民の目線を大切に！

観
点
か
ら
、
こ
の
手
法
が
福
祉
の

現
場
で
ど
の
よ
う
に
活
用
で
き
る

の
か
、
国
等
に
よ
る
調
査
研
究
の

成
果
な
ど
も
踏
ま
え
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

昌
宏
の
質
問

「
オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
」
と

い
う
新
た
な
ケ
ア
手
法
に
取
り
組

む
こ
と
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
、

広
島
市
こ
ど
も
療
育
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
も
取
り
組
ん
で
も

ら
い
た
い
と
思
う
が
、
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

(

健
康
福
祉
局
長
の
答
弁)

広
島
市
こ
ど
も
療
育
セ
ン
タ
ー
の

療
育
相
談
所
で
は
、
発
達
障
害
な

ど
の
精
神
障
害
を
持
つ
十
八
歳
ま

で
の
児
童
に
対
す
る
治
療
に
当
た

り
、
保
護
者
を
含
め
た
精
神
療
法
、

医
師
だ
け
で
な
く
臨
床
心
理
士
・

言
語
聴
覚
士
な
ど
に
よ
る
外
来
療

育
、
薬
物
療
法
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
議
員
ご
提
案
の
「
オ
ー
プ

ン
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
」
と
い
う
ケ
ア

手
法
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
取
り

入
れ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

今
後
、

広
島
市
こ
ど
も
療
育
セ
ン
タ
ー
と

し
て
、
ど
の
よ
う
な
活
用
方
法
が

あ
る
か
、
国
等
に
よ
る
調
査
研
究

の
成
果
な
ど
も

踏
ま
え
な
が
ら

研
究
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

・黒い雨

・被爆地広島での

G7サミットの開催

・市民の健康づくり

・災害に強いまちづくり

・広島市の若者支援

不登校児童生徒への支援

障害児・障害者への医療及び支援

広島市議会 ６月本会議

昌
宏
の
質
問

「
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
」

で
も
新

た
な
ケ
ア
手
法

「
オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア
ロ

ー
グ
」

を
取
り
入
れ
て
い
た
だ
き
、

相

談
支
援
の
体
制
充
実
・
強
化
、

障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
質
向
上
に
役
立
て
て
欲

し
い
と
考
え
る
が
、
ど
う
か｡

(

健
康
福
祉
局
長
の
答
弁)

議
員
御
紹
介
の
「
オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア
ロ

ー
グ
」

は
、
精
神
疾
患
の
患
者
を
支
え

る
関
係
者
が
集
ま
り
、
対
話
に
よ
る
ケ
ア

を
主
眼
に
置
い
た
比
較
的
新
し
い
精
神
療

法
の
一
つ
と
聞
い
て
お
り
、
今
後
、
大
学

や
国
の
専
門
機
関
に
お
い
て
、
研
究
デ
ー

タ
の
集
積
や
実
行
性
に
つ
い
て
の
検
証
等

が
進
め
ら
れ
て
い
く
も
の
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
本
市
で
は
、
精
神
疾

患
に
対
す
る
保
険
治
療
と
し
て
、
精
神
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
お
い
て
、
精
神

科
医
に
よ
る
生
活
指
導
や
精
神
療
法
、
薬

物
療
法
と
い
っ
た
手
法
を
、
患
者
の
状
況

に
応
じ
て
適
切
に
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
行

っ
て
い
る
ほ
か
、
区
役
所
の
地
域
支
え
あ

い
課
に
お
い
て
、

精
神
保
健
福
祉
相
談

員
等
が
、
心
の
悩
み
や
ス
ト
レ
ス
に
関
す

る
相
談
に
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
う
し
た
中
で
、

現
在

「
オ
ー
プ
ン
ダ

イ
ア
ロ
ー
グ
」
は
取
り
入
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
本
市
と
し
て
は
、
再
発
を
繰
り
返
し

が
ち
な
精
神
疾
患
の
改
善
な
ど
を
図
る

オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ

新
た
な
取
組
体
制
を



市
民
の
声
を
市
政
に
！

「
何
故
、
大
雨
時
に
Ｊ
Ｒ
西
広
駅
北
口
の
マ
ン
ホ
ー
ル
か
ら
汚
水
が
吹
出
し
た
の
か
？
」

「
己
斐
地
区
」
雨
天
時
侵
入
水
発
生
源
の
特
定
に
向
け
た
調
査
を
開
始
し
ま
し
た
。

位置図

やまなみ 大迫

国迫

広電己斐

緑ヶ丘

茶臼

明山 日生東

閑静園 イトーピア

共立ハイツ フジハイツ

広島ハイツ

もみじが丘 上２

高須台 西旭 己斐中継ポンプ場

ＪＲ西広島駅

概要
本市が管理する分流式下水道の

太田川処理区は、市域の下水処理面

積の約７割を占めています。

当処理区では、管きょの老朽化の

進行等に伴い、降雨時に汚水管きょ

への雨水や地下水の浸入(雨天時浸入

水)が次第に増加しており、近年頻発

する豪雨の際には、流末の西部水資

源再生センターの処理能力の２倍相

当が流入し、運転管理に支障をきた

しており雨天時浸入水の浸入率が高

い地区から順次、浸入水の発生源を

特定するための調査を実施する。

己斐地区については令和４年度

から着手し、現在スクリーニング

調査の結果を解析中。

スクリーニング調査 (水位調査)

[R4年度実施済] 水道管

下水道管内に

水位計を設置し、 水位計

管内水位を計測する｡

晴天日と雨天日の管内水位差を比較

し、雨天時浸入水が多い区域の絞り込

みを行う。

テレビカメラ調査

下水道管内にテレビカメラ車を搬入し、管

内状況を確認する。 破損や劣化状況、浸入

水の状況を視覚的に確認することで、水密性

不良箇所など発生源の特定を行う。

詳細調査 [R5年度以降実施予定]

送煙調査

止水栓等で区切った調査対象区間に、

送煙機を用いて煙を圧入する。 雨水桝やマ

ンホール付近の漏煙状況を確認することで、

雨水の誤接続箇所や水密性不良箇所など発

生源の特定を行う。

調査行程 年度 ４ ５ ６ ７

発生対策

スクリーニング調査(水位調査)

詳細調査(カメラ･送煙調査)

実施設計

対策工事の実施

テレビカメラ

送煙

漏煙

己斐フレスタ前トンネル放水路入口

市民の皆さまが止水板を設置する費用の一部を補助します。

補助の対象は、広島市の市街化区域で

・過去に浸水被害があった場所

・浸水被害が発生するおそれがある場合

止水板の購入、設置工事費の２分の１を補助(上限５０万円)

浸水対策 止水板設置補助金交付



市
民
の
声
を
市
政
に
！

「
何
故
、
中
広
通
り
の
道
路
は
冠
水
す
る
の
？
」

三
篠･

観
音
・
福
島
地
区
の
冠
水
対
策

雨
水
幹
線
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
！

概要
三篠・観音・福島地区は、合流式下水道に

より整備が行われており、時間 20mm以上

の降雨でたびたび浸水が発生する浸水常襲地

区で、特に浸水被害が頻発している三篠・横

川及び観音地区は、平成20年度より(図中黒

破線)総延長約3.3kmの雨水管を整備してお

り、暫定的に貯留管として運用することで、

浸水被害の軽減を図ってます。

今回整備する観音2号幹線は、観音1号幹

線に先立ち、北は三篠町から南は福島町エリ
ア約32Ohaを対象とし、シールド工法によ
り総延長約3.5km貯留容量は、約67,000

m²(小学校のプール約180杯分相当)の雨水

管を築造します。

布設ルートは､発進基地の福島公園から中

広通りを北上し､国道183号に埋設してある

既設雨水管 に接続します。

福島公園より下流の観音1号幹線や雨水ポ

ンプ場が整備されるまでの間は、貯留管とし

て運用し､浸水被害の軽減を図ります。

令和4年7月8日

17時～20時まで

の3時間に降り

続けた雨 (時間

当たり20㍉を、超過した降雨) により、 中広通りなどで道路冠水が発生した。

２
０
時

１
７
時

(令和４年７月８日降雨量1:00～24:00)

観音2号幹線の整備状況･予定

【観音地区下水道築造2-1号工事】

期間: 令和3年2月～令和5年7月(予定)

【観音地区下水道築造3-1号工事】

期間:令和4年3月〜令和10年3月(予定)

完成後の効果
時間20mm以上の降雨が降り続くと、既設下水道管が満水状態となり、

降った雨を排水出来ず、道路上に雨水が溜まった状態となります。

新たな雨水管を築造することで、時間20mm以上の降雨が降った場合

でも、既設下水道管から新たな雨水管へ雨水が排水されるため、

道路上の浸水被害を大幅に減らすことが出来ます。

新たな雨水管築造 施工前と完成後
施工前 完成後

道路冠水

既設下水道管が
地下３０ｍ

満水状態
内径５ｍ

新たな雨水管 マンホール

西区己斐の降雨量

中広通り 道路冠水する雨量

冠水の状況
20㍉

整備概要図

既設貯留管

赤線：観音2号幹線(築造) 三篠町

黒破線：貯留管(既設)

緑破線：観音１号幹線(将来) 横川駅

横川町

中広通り

3-1号工事

己斐

西区役所

平和大通り

福島公園 既設貯留管

観音１号幹線
2-1号工事

国道2号

観
音

2号
幹
線



Ｊ
Ｒ
西
広
島
駅
交
通
結
節
点
の
周
辺
地
区
の
予
定

自
由
通
路
完
成

昇
降
用
エ
ス
カ
レ

ー
タ
ー
の
設
置
も
完

了
し
、
昨
年
１
１
月

２
０
日
か
ら
共
用
が

開
始
し
皆
様
か
ら
喜

び
の
声
を
頂
い
て
お

り
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
西
広
島
駅
は

外
か
ら
利
用
出
来
る

ト
イ
レ
を
北
口
と
南

口
に
設
置
し
て
頂

き
、
便
座
も
暖
か
く

「
ほ
っ
と
」
出
来
る

空
間
と
な
っ
て
お
り

大
切
に
ご
利
用
頂
け

れ
ば
有
難
い
で
す
。

己
斐
交
番
も
新
し

く
開
所
し
ま
し
た
。

南
口
駅
前
広
場
の
再
整

備
等
の
変
更
内
容

現
在
南
口
広
場
の
レ

イ
ア
ウ
ト
変
更
整
備
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
整

備
に
関
し
て
、
雨
天
時

に
車
椅
子
を
ご
利
用
の

方
で
も
乗
降
時
に
濡
れ

る
こ
と
が
な
い
よ
う
に

屋
根
を
車
両
の
上
に
張

り
出
す
よ
う
工
夫
し

ベ

ン
チ
の
設
置
も
お
願
い

し
ま
し
た
の
で
出
来
上

が
る
の
が
と
て
も
楽
し

み
で
す
。
完
成
予
定
は

令
和
６
年
１
０
月
末

北
口
土
地
区
画
整
理
事
業

家
屋
の
解
体
が
進
み
バ
ス

通
り
か
ら
駅
が
近
く
に
感

じ
る
よ
う
に
な
り
北
口
ま

で
ア
ク
セ
ス
出
来
る
道
路

も
暫
定
で
整
備
し
ま
す
。

土
地
区
画
整
理
に
合
わ

せ
た
己
斐
公
民
館
建
替
え

は
、
公
園
と
一
体
的
な
利

便
性
の
高
い
施
設
に
し
駅

横
に
新
設
し
、
令
和
７
年

２
月
開
館
予
定
で
す
。
２

階
に
は
大
集
会
室
を
備
え

集
会
・
卓
球
も
出
来
ま
す
。

ア
ス
ト
ラ
ム
ラ
イ
ン
延
伸

令
和
十
年
代
初
頭
完
成

に
向
け
、
環
境
影
響
評
価

の
手
続
き
軌
道
法
に
基
づ

く
特
許
申
請
図
書
の
作
成

中
で
す
。
来
年
度
に
特
許

の
申
請
・
都
市
計
画
素
案

の
地
元
説
明
会
も
行
う
予

定
で
、
現
在
己
斐
地
区
で

２
１
箇
所
の
地
質
調
査
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

「整備が始まりました」JR西広島駅南口駅前広場の施設配置
整備イメージ 整備後の平面図

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で

ご
心
労
が
続
い
て
い
る

中
、
ご
支
援
を
賜
り
誠

に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
年
も
皆
様
か
ら

の
ご
意
見
疑
問
の
声
を

令
和
４
年
度
予
算
特
別

委
員
会
で
は
、
文
教･

経

済
観
光
環
境･

総
務
関
係

で
質
疑
に
要
望
提
案
を

し
、
６
月
の
本
会
議
で

登
壇
。
１
０
月
の
令
和

３
年
度
決
算
特
別
委
員

会
も
皆
様
の
お
陰
で
進

行
役
を
賜
り
経
験
を
積

ん
で
お
り
ま
す
。

３
月
の
令
和
５
年
度

の
予
算
に
向
け
皆
様
の

ご
意
見
・
要
望
提
案
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ご
指
導
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

広
島
市
議
会
議
員

山
本
昌
宏


